
－ 51 －

Ⅳ．新型コロナウイルス感染症に関する論文等 

市民病院機構における新型コロナウイルス感染症への対応について

１．基本方針
市民病院機構は、患者受入に際して病院ごとに役割を分担し、相互に連携を図るとともに、総力を挙げて取り組む

ことを基本方針としている。

２．市民病院機構での対応
　（１）概況
　〇令和２年度

令和２年３月３日に神戸市内で初めて新型コロナウイルスの感染者が確認されて以降、市民病院機構では神戸市か

らの依頼・要請に基づき、外来では帰国者・接触者外来を設置するとともに、入院については重症・中等症を中心に

新型コロナウイルス感染症患者の受入に対応している。

中央市民病院は市内で唯一の重症患者に対応する特定病院として兵庫県の指定を受け、令和２年 11 月９日には全

国で初めてすべての病床で重症患者の受入が可能な臨時病棟の運用を開始し、軽症・中等症患者の受入を行う西市民

病院、西神戸医療センターにおいては新型コロナウイルス感染症の専用病棟を設置し、対応にあたった。

各病院とも、感染拡大期には、コロナ対応のために通常医療において入院・手術等の大幅な制限を実施し、また、

中央市民病院、西市民病院では懸命な対応を行う中で院内感染が発生したが、ゾーニング等の感染防止対策を徹底す

ることで、機構の使命である高度医療の提供を両立した。また、ＩＣＴを活用し、遠隔診療システムの導入や、患者

への面会が難しい中でのＷＥＢ面会システムの活用など、状況の変化に迅速かつ柔軟に対応した。

最前線で治療を行う職員の心身の健康確保にも努め、コロナ対応にかかる手当の引き上げや家族等への感染を懸念

する職員のために、宿泊施設や車通勤用の駐車場の確保等必要な支援を実施した。

　〇令和３年度
４月以降の第４波による患者急増に伴い中央市民病院において新型コロナウイルス感染症患者の受入病床はほぼ満

床の状態が続いた。また変異株の影響もあり、人工呼吸器管理を必要とする重症患者も急増した。西市民病院・西神

戸医療センターにおいては、これまでは軽症・中等症患者を中心に対応していたが、重症に近い中等症患者が増加し、

院内で重症化した場合はその対応も行った。

令和３年６月初旬以降、第４波による感染拡大が落ち着いたが、７月下旬より第５波により再び感染者数が急増し

た。この第５波では、神戸市全体で高齢者のワクチン接種が進み、感染者はワクチン接種未完了の中高年・若年層が

中心となった。その影響で西市民病院・西神戸医療センターにおいては第４波と比べ重症化にいたらない比較的軽症

な患者が多くなったが、中央市民病院においては、引き続き市内全域で発生する重症患者の対応を担った。

９月 30 日の緊急事態宣言解除、感染者数の減少を受け、受入病床の一部解消等を行った。10 月には中央市民病院

で蓄積したコロナ対策のノウハウを共有し今後の医療活動に資することを目的に『新型コロナウイルス感染症対策マ

ニュアル』を作成し、市内のコロナ患者受け入れ医療機関や保健所に配布した。

令和４年１月の第６波以降も、各病院とも感染拡大に合わせて必要な病床を確保し、新型コロナウイルス感染症患

者の受入および治療を行っている。

３．新型コロナウイルス感染症対応における各病院の役割
新型コロナウイルス感染症入院患者の市内医療機関合計は 7,133 人（令和４年１月 31 日時点）であり、市民病院

機構では市内の入院患者の約４割を受け入れている。治療にあたっては医師・看護師など通常以上の治療体制が必要

となることから、医療機能を一部制限（休床）せざるを得なかったが、「市民の生命と健康を守る」という使命のもと、

職員が一丸となってこの難局に対応し、救急医療や小児・周産期医療、５疾病に対する専門医療など、市民の生活に

不可欠な医療を継続して提供した。



－ 52 －

○これまでのコロナ患者受入状況と通常医療の制限（過去最大時）の状況（令和４年１月 31 日までの実績による）

 中央市民病院 西市民病院 西神戸医療センター 計

主な受入患者 重症患者 軽症・中等症患者 軽症・中等症患者 -

コロナ病床数
※過去最大時（第４・５波時）

46 床
( うち重症 36 床 )

43 床 45 床
134 床

※市全体最大 411 床
( うち重症 53 床 )

備考
臨時病棟および
感染症病床で受入

２病棟をコロナ
専用病棟化

２病棟をコロナ
専用病棟化

-

コロナ入院患者
受入数累計
※１/31 時点

1,180 人 682 人 890 人
2,752 人

※市全体 7,133 人

休床数
※過去最大時（第４波時）

246 床 100 床 96 床 438 床

通常医療への影響
※過去最大時（第４・５波時）

最大４割程度の
入院・手術を制限

最大４割程度の
入院・手術を制限

最大４割程度の
入院・手術を制限

-

Ｒ３年度（４-１月）
延入院患者数

※（　　）内 はＲ１年度比

174,774 人
( ▲ 17.9％ )

73,362 人
( ▲ 24.5%)

98,602 人
( ▲ 16.1%)

346,738 人
( ▲ 18.2%)


